
伝統班 10 月分読書「人がうごくコンテンツの作り方」 

 

 何か、サービスなどを世に出したいと考えたとき、コンテンツを相手に意識させることが

重要である。コンテンツを意識させるとはどういうことなのかというと、「どこから、誰か

ら見るか」を考えるということだ。例えば古めかしい器をただの時代にそぐわない器と認識

させるか、はたまた年期のこもった伝統工芸品の遺産と認識させるか、たったそれだけの認

識の違いで同じ商品が雲泥の差の価値を生み出すのだ。では私たちが商品をより魅力的に

生み出すためにはどのようにコンテンツを作れば良いのだろうか。 

 

 まずニーズを決めなければならない。ターゲットが広ければ広いほど、それに見合う「大

義」が必要となる。全世界の人間のためなどと言っていたら何をやっても不都合が生じてし

まう。対して例えば「京都に住んでいる 20 代から 40 代」をターゲットにしたとすると先

ほどよりイメージが湧きやすい。 

 

 また既視感を持たせることも重要なことだ。これには理由が 2 つあり、1 つは人間の習性

に根差している。人間は本当に新しいものにはなかなか飛びつかない。アフリカの原住民が

虫を食していても、私たち日本人がそれを真似することには抵抗があるはずだ。2 つ目は、

流行には波があるからだ。10 年前に流行ったことが現在になって再びブームになることは

少なくない。それにヒットした商品を見て「前にも同じのなかったか」と思うこともあるだ

ろう。それは気のせいではない。統計的に見ても過去に流行ったものがパッケージを変えら

れて再び流行るということは多いようだ。だから私たちが本当に売れる商品を作りたいと

思っているのなら、昔ヒットした商品がなぜヒットしたのかを研究するべきだ。 

 

 人をアイデアを持っていない人、アイデアを持っているが行動に移せない人、アイデアを

持っていて行動にも移せる人の 3 種類に分類したとき、1 番割合を占めている人はアイデア

を持っているが行動に移せない人だ。なぜかというとアイデアを生み出すことは難しくな

いからである。よく商品やサービスを見て「そんなの誰だって思いつくだろ」と思うことが

あるかも知れない。商品を作った人の凄いところは、アイデアを生み出したことではなく、

それを形のあるものに昇華させたことだ。私たちは常に何かを考えそして何かを忘れてい

っている。今こそ伝統班として京漆器を再び有名にするために私たちはニーズを正確に理

解し、コンテンツを充実させたものを作らなければならないのである。 

  


